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あ薮だ､今=震､考え直してみませんが

侭立美談･谷角素彦舞

〃下ば､私達が'順ArWME 原驍憲婁くに訴涙・で、 亨の合簡に講し合謬辰

ごと篭、鰄梁るだ'17･ナマ鰯搬で‘、 と心掛I了､潮騨減し涙そ’ず‘す． ご加3蝉鍾二

人の対瀞で‘翻る返厨時に､ ､w怒り礎'で・顔ろ蕊な庭人身駅(1"､”で’悪顔リまず，

TW探篤職皆"I蕊籟震雲ぐと笠、いう篭噛謹ん置けど：偉篭憾餌の庭鈎に蛎甚潅

謬で、や猟芝礎蒋ヲ愚ん源‘雇う．

A. というど？

FrW鱒淳I敦鎮”蜜だ’し、鰯や騨瀞聯蕊だ： 苓鰯ごとjま、ひとつのズ苛塚専蕊
麓． 落甑と凧鱈に､篭等のヤブでい患ごとか'・少しで'も自然の嚴講唾が､頚の織

蜜篭して.い愚人薦に篇献で"ざ旅りざ'と思い､やシFrぎだ‘鴬馨ば調ぺ‘径ご上電苓

の菱董の形で'群しく郵告iﾉだいし、 謡庭ぞう顔ろへ#<ざだ'と慰ァでいた． とご乃

が，、 ヂうす#tlヂ‘享葱縁ご鰯嚴蓄ばマニアヘの鶏湖了箪瀞“襟蕊雰賦I鬘靭 となフ

でし謬尋て、稲農i獣、團離α識蕊に浮憲費しr(､恵馥ラ辱長が‘しでぎだんだ‘．

A. 鷲忽ぱと､'・ そ、点にフ((TI顔､鱗秘X駒か夢侭幽よう愚こと萱総じてい疋蓉。

鴬違、 f谷にいう ，'むIﾉ屋”にIさ、蝦をI夢じ'めぞ吹予‘'廉例虫遠見了い鳶だ､けで‘噂

鰯茜足りず、 〒吹喧倉分ゞの毛のにしだい、術喬しだい、 zいう捨阿霞とか、好奇

＃心直織だしだL([(､う本雛馳な毛のか"、ひとフにI蕨減ると患ヲん混$･

丁． ぞ班は、毛ちろんだく時に， 子洪の鏡癖ぞうぢ‘フだし、むしろ、 ぞ水9E"

りで虜輔との痔し方、親し計方憲嘗えだ堂患.う″ 息戟＃だ‘プ涯幻侭!． （ﾉがも《 亭

の申W4!、 生命とが層撫の待つ涛味を本藤§ｳに学んで‘‘ぞだんじや港〈､がな．そ戚

腫苓淑て､'鴬味の湧恵ごとで‘《 ‐‐鰯に蕊いということ;.T'@{葱涯いと臨う、

A、 う,<,､鯵むし雇”とい獅駁、探蕊や瀬奮潅職蕃･レで(1あ人遠も、 ぞの辺か，虫

とのケ'か噸リ合('這祷ち浦封だﾑﾉだぷう鯵。だ‘か夢、 苧うい？腫濃鋤が《曾然

道本当に霧すること｡f、採講亨為ごとに瀧が､フ((ていか辱{丁吹'ま‘な9E(1と男，

うんだ.け;減ど‘”・

TH I丁漱と"《"むし展"0車で'、 マニア、ゴレクダーという礎人運力ld獺卿X上に多

いこと'ま事事だ(披零の中に厩､加手苫"篠するのと同じような廊営で､虫を蕊
，初で(I蚕連中かI"(Iんだ：冒分ば幻漉痔うて(132<力､、 蛋罐這持マているとか

いヲことて冒樽しだりして．醸繼鋤這冒無騨の捲威毒素として、生き物として
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